
 令和6年1月1日には「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が施行されました。 

また、9月は世界アルツハイマー月間です。それに合わせて図書館でも、認知症に関する本の展

示や、おはなし会を行います。 
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放送大学新潟学習センター公開講演会 

『源氏物語の魅力を探る』 

          講 師： 新潟大学准教授   高橋 早苗先生  

          日 時： 9月29日（日） 午後2時～3時30分 

          場 所： 直江津学びの交流館 

          定 員： 50名（申込順）入場無料 

          申 込： 9月6日（金）午前10時から受付開始 

          申込先： 直江津図書館 電話025-545-3232 

     ※電話または窓口にてお申込みください。定員になり次第受付終了します。 

 千年前に誕生した『源氏物語』には、読者を惹きつけるべく、作者紫式部による
様々な工夫がほどこされています。 
 主人公・光源氏の最愛の女性、紫の上が登場する若紫巻（わかむらさきのまき）
をとりあげ、原文を丁寧に説明しつつ、その工夫の一端を紹介します。 

  日時： 9月8日（日） 午前11時～11時40分 

  場所： 直江津学びの交流館 ２階多目的ホール 

  出演： 上越オレンジパートナー 

   認知症当事者から寄せられたメッセージと

関連図書を展示して貸出します。 

（協力：上越オレンジパートナー） 

  展示期間： ８月２３日（金）～９月１３日（金） 

  場   所： 高田図書館 ２階 特設コーナー 

認知症当事者のメッセージ展示 

  認知症をテーマにした絵本の読み聞かせと、絵

本にちなんだ簡単な工作をします。どなたでも参

加できます。（申込不要・参加費無料） 

おはなし会とワークショップ  
      認知症ってなあに？ 

認知症関連図書展示 

展示期間： 9月2日（月）～30日（月） 

場   所： 直江津図書館 3階 



上杉謙信公など、かっこいい戦国武将のかぶとを画用紙でつくります！ 

 
高田図書館 なつやすみミニ工作 

加来耕三/著 KADOKAWA 337.4カ 高田 

※『タイトル』、著者、出版社、請求記号 、所蔵館の順に掲載しています。 

『紙幣の日本史』  

 なぜ、あの人はお札に描かれたのでしょう

か。これまで紙幣に描かれた肖像と、肖像が採

用された時代背景を検証します。 

『お札に描かれる偉人たち』 

 新一万円札、新五千円札、新千円札に描か

れている渋沢栄一、津田梅子、北里柴三郎。

彼らは何をした人たちなのでしょうか。その

偉大な功績をたどります。 

『ジェイソン流お金の稼ぎ方』  『お金持ちは合理的』  

楠木誠一郎/著 講談社 281 高田・直江津・浦川原 

厚切りジェイソン/著 ぴあ 159.4ア 高田 立川健悟/著 すばる舎 591タ  高田 

児童 
一般 

一般 一般 

  日本では、２０年ぶりとなる新紙幣が７月３日に発行されました。デザイン、お札の肖像画も

一新され、話題となったことも記憶に新しいところです。そこで、図書館に所蔵されている紙幣

やお金にまつわる本を紹介します。 

参加費無料 どなたでも参加いただけます。 

高田図書館 児童コーナー 午前１０時～午後５時まで 

かぶれる大きさは、小学校低学年までを対象としています。 

 「ジェイソン流お金の増やし方」の続編。お金

を稼ぐにはいくつかのコツがあります。厚切り

ジェイソンが、自身の経験から導き出した稼ぐ

力を伝授します。 

 ファイナンシャルプランナーとなって多くの

「富裕層」と接してきた著者が、彼らの習慣や

考え方をこの本にまとめました。これを読め

ばあなたも「富裕層」の仲間入りができるか

も知れません。 

   左:上杉謙信公、右:武田信玄公のかぶと 

紙 さ 


